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Pl−391 経母体 ス テ ロ イ ド投与が血 流異常 IUGR 胎児の 循環 に与える影響 につ い て の検討
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【目的】人工 早産が必要 と考えられた血流異常を伴 うIUGR 例 に対 し ， 肺成熟 ・出生 後 の 循 環動態 の 安定化 を 目的 と して 経母

体的に投与 され た ス テ ロ イ ドホ ル モ ンが 胎児の 循環 を改善す る効果があ るか ど うかを検討した．【方法】血流異常を伴う妊娠

25 週か ら33週の 重症 IUGR5 例 に対 し経母体的にベ タ メ サ ゾ ン 12mg を 24時 間 聞隔 で 2 回投 与 し，投与直前 と投与後 （1〜4
日後）の 臍帯動脈 （UA ）RI・PI，中大 脳動脈 （MCA ）RI ・PI，下行大動脈最高血 流速度，臍帯静脈平均血流速度を計測 し比

較検討 した （使用超音波断層装t　．　ALOKA 　ProSound 　SSD − 4000）．【成績】UARI は 0．98± 0，18 （mean 圭 SD ）か ら O．85 ± O．14
へ 有意 （p 〈 0、05，paired 　t− test）に低下 した が，　 UAPI は全症 例 で低下 し た もの の 2．50 ± L20 か ら 1．89± O．〔甦 と有意で はな

か っ た．しか し投与前 の UAPI を 1．0 と した 場合 の 投与後 の UAPI の 平均 は 0．79 と な り低 下 傾 向を認 め た．そ れ に 対 し

MCARI ・PIは そ れぞ れ 0．70± O．05， 1．31 ± O．14か らO．69± O．08，1．27　±　O．29，下 行大動脈最高血 流 速 度は 85．9± 14．0 か ら

92．3± 19．2cm ！sec ，臍帯静脈平均血 流速度 は 13．7± O．9 か ら 14．1韭 3．5cm ／sec と全 く変化 しなか っ た．【結論】血 流異常を伴 う

lUGR 例 に対 し経母体的 ス テ ロ イ ド投与 は臍帯動脈 の 循環指標を改善す る 可能性 は ある が，その 他 の 血 流指標 は 改善しな

か っ た．

Pl−392　出 生 前 に母 体ス テ ロ イ ド投 与を行 っ た児 に お け る頭 部 MRI の 検討
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【目的】経母体 ス テ ロ イ ド療法 の 副作用 と して IUGR や 副 腎 低形成 ， 中 枢神経細胞障害が 指摘 さ れ て い る が ， 中枢神経細胞障

害に 関 して
一

定 した 見解 は 得 られ て い ない ，そ こ で 今回，母体 ス テ ロ イ ド投与 を行 っ た児 の 大 脳 に お ける灰 白質及び 白質の 量

的変化 を検討 した の で報告す る．【方法】1995〜2003年に 当院で 妊娠中 よ り管理し，
ス テ ロ イ ド投与を行 い ，妊娠 27〜33週に

分娩 とな っ た 単胎 ，
AGA

，
　 Apgar 　score （5 分値）7 点以 上，明 らか な 子宮 内 感染 を 認 め な い 55症 例．そ の 内， 経 過 中 に 水 頭

症，IVH，　PVL を認め て い ない 症例で ， 頭部 MRI を施行する こ との で きたス テ ロ イ ド投与群 6例（31± 2 週，1，617± 412g）と

コ ン トロール 群 13例 （30 韭 3 週，1，432± 415g）．ス テ ロ イ ド投 与 は リ ン デ ロ ン 12mg を 24時 間 ご とに 2 回 筋注 と した．頭 部

MRI 所見 の 評価は，頭部 MRI 冠状断 に て 放線冠 レ ベ ル に お ける ， 全 頭蓋 断面積 に占め る灰 白質面積お よび 白質面 積の そ れ ぞ

れ の 割 合 を NIH イメ ージ を用 い て 計算 し，ス テ ロ イ ド投与群 とコ ン トロ ール 群 に て 比 較検討 した．【成 績】1．　 MRI 施 行 時 期

は，修正在胎週 数で，ス テ ロ イ ド投与群 ：38± 4週 ，
コ ン トロール 群 ：41 ± 3週 と有意差を認め なか っ た．2．灰自質面積／全 頭

蓋 断面積で ，ス テ ロ イ ド投与群 ：29 ± 5％，コ ン トロ ール 群 ：30± 4％ と有意差 を認 め なか っ た．3．白質面積／全頭蓋断面積 で，
ス テ ロ イ ド投与群 ：40 ± 6％，コ ン トロ ー

ル 群 ：41± 3％ と有意 差 を 認め な か っ た．【結 論】妊娠 27〜33週 に 母体 ス テ ロ イ ド投

与 を行っ て も， 白質の 発育不全あ る い は 白質 の 量的障害 を来さない こ とが 示唆 さ れ た．

P1−393　出生前ス テ ロ イ ド投 与で誘導 されるラ ッ ト新 生仔 の 肺成熟 に お ける 問質細胞 の 動態
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1目的】出生 前ス テ ロ イ ド投与に よ り，肺成熟が 促進 され る こ とが 知 られて い る．しかし，成熟が促進され た 肺を搆成す る細

胞の 詳細 につ い て は不明で ある．最近，正常 ラ ッ トの 肺発達に お い て 聞質細胞が 二 次中隔形成 に 重要 な役割を演 じ ， そ の 形成

に は α一smooth 　muscle 　actin （α・SMA ）陽性細胞の 関連が 明 らか とな っ た．そ こ で ，今回我 々 は 経母体 ス テ ロ イ ド投 与 を行 っ

た胎仔
・
新生 仔 の 肺 の 間質細胞の 変化 を形態学的 に分析した．【方法】妊娠 17， 18 日 目の Wistarラ ッ ト母体 （母獣 n ＝3，胎仔

n ＝12）に 2mg 〆

〆kg／day の dexamethasoneを腹腔内投与 し，胎齢 19 日 ・日齢2 ・12 ・21 の ラ ッ ト仔肺を還流 固定後 ， 免疫組

織化学試料を作成 し， 共焦点 レーザー顕微鏡で 観察を行 っ た．コ ン トロ ール 群 は 同量の 生 食 を投与 した．【成 績】コ ン トロ ール

群 （A 群 ）に 比 べ 母体 ス テ ロ イ ド投 与 群 （B 群 ）で は胎 齢 19 日よ り肺胞腔 が著 し く拡大 し， A 群 で H齢 12よ りみ られ る二 次

中隔が B 群で は胎生 期 に す で に 形成されて い た． A 群で は 日齢 12 か ら （x−SMA 陽性 と なる 間質細胞を中隔先端 に 認め る が，
B 群 で は 胎齢 19 日 よ り同様 の 所見 が得 られ た．日齢 12 で は両群 間 に肺胞腔の 大 き さ に変化 はみ られ なか っ たが，B 群 で は A
群 に比 べ 基 底 膜 の 肥厚が 起 こっ て い た．ま た ， α

一SMA を発 現 す る細 胞 は 両群 問で 局在が 異 な り， A 群 で は二 次 中隔 の 先 端 に，
B 群 で は 二 次中隔先端だ けで な く間質内 に広範 に α

一SMA 陽 性細胞が み られ た．【結論】コ ン トロ ール 群 に 比 べ ，母体ス テ ロ イ

ド投与群 で は 早い 時期 よ り二 次中隔が形成され，肺成熟が促進されて い た．日齢 12以降で は 両群 に おい て α一SMA を発現す る

間質細 胞 の 局在 に違 い が み られ ， 肺 胞壁 を構成す る 間質細 胞 と基質 に違 い が あ る と考え た．
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